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2025年春合格目標 システムアーキテクト試験対策 模試解説

午後Ⅰ

問1 遺産整理業務の改善に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。

設問1 〔新システムの概要〕について答えよ。
(1)新システムを，Y サービスを利用して構築することにした理由は何か。

コストと開発期間以外の観点から二つ挙げ，それぞれ35 字以内で答えよ。

〔新システムの概要〕3種類の説明あり
(ア) オンプレミス方式

自社サーバ上に自前でアプリケーションを構築する。他2 方式と比較しコストや開発期間がかかる
ものの，他2 方式よりも柔軟にシステムを開発できる。

(イ) PaaS 方式
クラウド事業者のハードウェア及びOS 上に，自前のアプリケーションを構築する。オンプレミス
方式より安価かつ短期間に構築でき，SaaS 方式よりも柔軟にシステムを開発できる。

(ウ) SaaS 方式
クラウド事業者が提供するサービスを利用する方式で，標準で提供されているシステム機能の他，
個別カスタマイズで機能を開発できる。他2 方式よりアプリケーション開発の柔軟性は劣るが，標
準で提供されているアプリケーション機能を極力採用することで，他2 方式と比較し最も安価かつ
短期間で構築できる。

クラウド事業者Y社のSaaS方式で提供されるサービス(以下，Yサービスという)のシステム機能と，現行業務の
フィットアンドギャップ分析を実施したところ，現行業務の9 割以上が標準で提供されるシステム機能で実現できる
ことが分かり，(イ) よりもコストが安価で開発期間も短期間で実施できることが分かった。
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〔現行の遺産整理業務と業務課題〕
(2) 現行の遺産整理業務の課題

S 銀行では，今後他の地方銀行からの案件を受託したいと考えており，新システムはインターネット
接続により汎用性・拡張性を持たせるようにする。

【解答】
① 標準のシステム機能で，業務の9 割以上が実現できるから
② 他の地方銀行からの案件を受託するためには汎用性・拡張性が必要だから

(2)相続情報DB に格納する情報のうち，顧客情報の一部は秘匿しないことにした。
その理由は何か。20 字以内で答えよ。

〔新システムの概要〕
各チームは，相続情報DB 内の顧客情報を顧客番号や氏名，生年月日，住所などで検索可能とする。相続
財産目録書や請求書などは，相続情報DB の情報を基に自動で作成し出力できるようにする。

Y サービスには，データを秘匿する機能があり，顧客情報等の漏えい防止のため相続情報DB の項目につ
いて極力適用する方針である。一方で，秘匿した項目は検索キーとして指定できないという制約がある。
そのため，秘匿可能な項目は全て秘匿し，秘匿しない項目にはアクセス権を付与し，権限のあるユー
ザーのみがアクセスするように制限するとともに，不正なアクセスがないかをアクセスログによって検
証する運用とすることにした。

【解答】
顧客情報の検索ができなくなるから
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設問2 現物管理サブシステムについて，顧客に返却すべき相続書類の入出庫管理において，何を基に
管理すればよいか。35 字以内で答えよ。

〔現物管理サブシステム〕
具体的には，スキャンした相続書類ごとにバーコードを発行できる機能が装備されているイメージス
キャナを導入する。このバーコードによって，顧客から徴求した書類名称，顧客名，検収日時，現物返
却の必要の有無などの情報が管理できる。

【解答】
イメージスキャンした相続書類ごとに発行されるバーコード情報

設問3 帳票作成サブシステムについて答えよ。
(1) 相続財産目録書を自動で作成するために，相続情報DB に前もって登録しておく必要のある
情報を，相続書類以外で，二つ答えよ。

〔帳票作成サブシステム〕
顧客から徴求した相続書類の全ての情報を相続情報DB に登録する。相続財産目録書や請求書などの顧客
帳票は，この相続情報DB に登録されている情報から自動で作成することができる。

〔現行の遺産整理業務と業務課題〕(2) 現行の遺産整理業務の課題
相続財産目録書は，顧客から徴求した相続書類を基に，受付チームが，不動産は相続税評価額を算出す
るための不動産評価額算出表，動産についても動産種別ごとの評価額算出表を調べながら作成している。

【解答】
① 不動産評価額算出表
② 動産種別ごとの評価額算出表
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設問３ 帳票作成サブシステムについて答えよ。
(2) 検算機能を組み込んだ目的を，30字以内で答えよ。

〔現行の遺産整理業務と業務課題〕(2) 現行の遺産整理業務の課題
請求書は，精算チームがチーム内で使用する各種数値の算出ツールで計算した数値を人手で入力してい
るため，ミスが発生しやすい。相続税額や報酬額などは，複数人でダブルチェックを行っており，生産
性の低い業務となっている。

〔帳票作成サブシステム〕
チーム内で請求書作成に使用していた算出ツールの算出ルールを精査してサブシステムに採用する。
一度自動で算出した数値を必要に応じて検算する機能( 以下，検算機能という) を組み込む。

【解答】
請求書作成の正確性と生産性を上げるため

( 別解) 自動算出した各種数値の正確性を効率よく高めるため

設問4 〔レビューでの追加機能の要望〕について答えよ。
(1) 進捗管理サブシステムについて，承認者や担当者がダッシュボードを確認しなくても，承認
要求があることや承認結果を確認できるようにするためにはどのような機能があればよいか。35 
字以内で答えよ。

〔進捗管理サブシステム〕
遺産整理業務においても，このワークフローシステムを活用し，案件単位，チーム単位での進捗状況を
リアルタイムでモニタリングできるようにする。具体的には，担当者は，自分が対応すべき複数の処理
が，どのような状況かを把握するために，ダッシュボードと呼ばれる専用画面を立ち上げる。当該ワー
クフローシステムには，承認者への承認要求，担当者への承認結果を通知する機能がないため，担当
者・承認者ともそのつどダッシュボードを確認する必要がある。

〔現行の遺産整理業務と業務課題〕
(1)遺産整理業務の概要
・S 銀行では，社内メールシステムの環境が整備されており，各システムと連携するAPI が提供されて
いる。

【解答】
承認者への承認要求や担当者への承認結果をメールで通知する機能
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設問4 〔レビューでの追加機能の要望〕について答えよ。
(2) 帳票作成サブシステムについて，固定文言出力項目と編集可能出力項目の組合せパターンは帳票
や顧客によって多くの種類があることを踏まえ，顧客帳票の変更を効率的に行うために有効な設定は
何か。40 字以内で答えよ。

〔帳票作成サブシステム〕
顧客帳票には，必ず固定となる固定文言出力項目と，編集可能な編集可能出力項目がある。この固定文
言出力項目と編集可能出力項目の組合せパターンは帳票や顧客によって多くの種類がある。あらかじめ
全てのパターンの帳票を固定文言出力項目だけで用意しておくのは困難である。また，固定文言出力項
目の中には，税制改正などの法改正で変更となる可能性がある項目もあり，そのつど全ての帳票を変更
するのはメンテナンスの負荷がかかる。

【解答】
法改正で変更となる可能性がある固定文言出力項目を一時的に編集可能にできる設定

問2 学校向け写真販売機能の設計に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。
設問1 表2 の生徒ファイルについて答えよ。
(1) a に入れる属性名を表2から選んで答えよ。

【解答】
保護者ID
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(2)生徒ファイルの主キーを全て答えよ。

【解答】
学校番号、入学年度、生徒番号

設問2 〔写真販売機能の設計〕について答えよ。
(1) サンプル写真に透かし文字を入れて表示する目的を，30 字以内で答えよ。

【解答】
写真を購入せずにダウンロードされることを防ぐため
※ 「ダウンロード」の代わりに，「保存」「スクリーンショット」「コピー」なども可
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(2) 本文中の下線②について，写真館がC システムにログイン可能とするには，どのマスターファイ
ルにどのようなレコードを追加すればよいか。50字以内で具体的に答えよ。

〔写真販売機能の設計〕
B 課長が設計内容を上司のD 部長に説明したところ，②写真館がC システムにログインして必要な機

能を利用可能とする方法について質問を受けたので，既存のマスターファイルに必要なレコード( 行) を
追加すれば実現できることを説明した。

【解答】
教職員ファイルに，自校の教職員として，役職名を“写真館”に設定したレコードを追

加する。
※役職名は，「写真館」と同等の意味が分かるものであればよい

(3) 契約校であるE 小学校において，表3 中の下線①を可能とするために，利用権限ファイルに追加す
べきレコードを全て答えよ。ここで，機能名は写真販売で，E 小学校の学校番号は“1000”で，対象の
教職員は校長及び教頭とし，一つのレコードに含まれる値を( ) 内にカンマで区切って答えるものとす
る。

【解答】
(“1000”，“写真販売”，“写真館”，“有”)
(“1000”，“写真販売”，“校長”，“有”)
(“1000”，“写真販売”，“教頭”，“有”) ( 順不同)

※ (2) で役職名を答えた場合は，答えたものと同じであること，引用符“，”はなくても正解とする。
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(4) 本文中の下線③について，写真販売機能にどのような処理を追加すればよいか。40 字以内で答え
よ。なお，申込封筒の記入内容の不備や現金額の誤りがあった場合の写真館と保護者との電話連絡につ
いては，ここでは除外する。
〔写真販売機能の設計〕

さらに，③現行の写真販売取次ぎで行っている手順の中に，写真販売機能の処理で実現されていない
ものがあるとの指摘を受けたので，B 課長はその処理を設計内容に追加した。

〔現行の写真販売取次ぎの概要〕
(2) 写真館は，販売品質を満たさない写真( ピントが合っていないなど写りが悪い写真，生徒の顔が全く
写っていない写真等) を販売対象から除外する。さらに学校も写真をチェックして，教育上の配慮等で販
売すべきでないと判断した写真を除外する。

【解答】
学校が教育上の配慮等で販売すべきでないと判断した写真を除外する処理

設問3 〔写真販売機能への追加要望〕について答えよ。
(1) 後日，保護者から，自分の子供の顔が正面を向いて写っているのに，サムネイルに赤枠が表示され
ない写真があるとの問合せがあった。それはどのような写真か。30 字以内で答えよ。

〔写真販売機能への追加要望〕
あらかじめ生徒の顔写真をC システムに登録しておくと，ログインした保護者の子供の顔が一定以上の
サイズで写っている写真を自動検出する。自動検出した写真のサムネイルを赤枠で囲んで表示し，サン
プル写真の当該生徒の顔部分を赤い四角形で囲んで表示する。

〔現行の写真販売取次ぎの概要〕
(3) 写真館は，除外されなかった写真をプリントし写真に番号を付けて，一定期間学校内に掲示する。ク
ラスの集合写真などは，生徒の顔が識別できるよう大きい用紙にプリントして，一般の写真より高い価
格で販売することがある。

【解答】
子供の顔が顔認識処理可能なサイズより小さく写っている写真
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設問3 〔写真販売機能への追加要望〕について答えよ。
(2) 本文中の下線④について，どのような設定を行ったのか。50 字以内で答えよ。

〔写真販売機能への追加要望〕
写真館からの要望に対しては，④ C システムの既存機能を利用できるように，必要な設定を行った。

【解答】
写真館が個別連絡送受信機能を利用できるように設定する。
(別解) 利用権限ファイルに，写真館に対して個別連絡送受信機能の利用権限
を“有”とするレコードを追加する。

問3 生産管理システムの再構築に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。

設問1 〔PoC の実施〕において，M 工場の製造がストップした場合に備え，他工場で代替生産するため
の特別体制を整備したのはなぜか。その理由を，F 社の5 工場の製造体制の観点から，25 字以内で答え
よ。

冒頭部分
F 社は全国に5 か所の工場を持ち，F 社本社で受注し，工場ごとに異なる部品・製品( 以下，製品とい

う) を製造している。基本的には受注製造のため，製品在庫は多くを保有していない。
また，製品は工場ごとに異なり資材もそれぞれではあるが，いずれの工場の製造過程も，資材準備，成
型，仕上げ，組立ての4 段階の製造工程( 以下，各製造工程という) からなる。

【解答】
5 工場で異なる製品を受注製造しているから

( 別解) 製品は工場ごとに異なるが，製造工程は共通だから
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設問2 〔M 工場での対応内容〕について答えよ。
(1) 各製造工程での生産状況を収集してグラフ表示するという要望の目的を15 字以内で答えよ。

〔F 社の現状〕
いずれの製造現場でも完成品の生産量のみを管理しており，各製造工程での進度を把握していない。そ
のため，各製造工程での生産遅延を検出することができない。各製造工程での生産遅延を検出できれば，
影響が拡大する前に対策を実施することで，生産遅延を最小化できると考えている。

【解答】
生産遅延を最小化する。
( 別解) ・生産遅延を早期に検出する。
・各製造工程での生産進度管理

設問2 〔M 工場での対応内容〕について答えよ。
(2) ネットワーク設計を行うために，各種センサーから送信されるデータ量の計算を行った。次の記
述のa ～ c に入れる適切な数値を，小数以下を切り上げて整数で答えよ。また， d ， e に入れ
る適切な字句を答えよ。なお，各種センサーの仕様は次のとおりとし，K＝ 103，M ＝ 106 とする。

表3 の仕様にある，「10 ミリ秒周期で計測」，「100 ミリ秒周期で計測」とあることから，それぞれ，
振動センサーは1 秒間に100 回，環境センサーは，1秒間に10 回計測する。

1 秒間に送信されるデータ量は，送信回数×送信データ長で求めることができる。
振動センサーの送信回数は500 個× 100 回，送信データ長は40 バイトであるから，

振動センサーから送信されるデータ量＝ 500×100×40＝ 2,000,000 バイト＝ 2M[ バイト]
同様に，

環境センサーから送信されるデータ量＝ 30×10×12 ＝ 3,600 バイト＝ 3.6K[ バイト]
となるので，小数点以下を切り上げて， 空欄a には2が入り，空欄b には4が入る。
空欄直後の単位を見落とさないように注意する。
(cについて)

1秒間に送信されるデータ量は，2,003,600バイトである。伝送効率が100％であれば，2,003,600
バイト× 8 ビット／バイトが求める回線速度となるが，伝送効率が80％とあるので，

最低必要な回線速度 ＝ 2,003,600[ バイト]×8[ ビット／バイト]×100 ／ 80
＝ 20,036,000[ ビット／秒]
よって，小数点以下を切り上げて，空欄c には，21が入る。
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設問2 〔M 工場での対応内容〕について答えよ。
(2) ネットワーク設計を行うために，各種センサーから送信されるデータ量の計算を行った。次の記
述のa ～ c に入れる適切な数値を，小数以下を切り上げて整数で答えよ。また， d ， e に入れ
る適切な字句を答えよ。なお，各種センサーの仕様は次のとおりとし，K＝ 103，M ＝ 106 とする。

(d，eについて)
「1 回の送信データ量を小さくしたり，送信回数を減らしたりする」ための具体的な方法が，「前

回の送信済みデータと比較してd のみを送信する，変化なしの場合はデータをe であるので，空欄d に
は差分が入り，空欄e には送信しないが入る。

(3) 新生産管理システムのAI に入力すると，検査での不具合の見逃し件数を減らすのに役立つ情報は何
か。40字以内で答えよ。

〔F 社の現状〕
各製造工程完了時の検査の項目や合格基準を，検査員の経験で設定している。まだ人手で行っている検
査項目もあり手間がかかる。結果として，検査での不具合の見逃しが多い。工場では，発生した不具合
の内容とどの製造工程のどの検査項目で検出すべきであったかなどの内容を，不具合管理票に記載して
管理している。しかし，不具合管理票は紙ベースのものであり，事後に確認されることはまれである。

〔M 工場での対応内容〕
・検査での不具合の見逃し件数を減らすために，AI を活用することにした。

【解答】
不具合管理票に記載された不具合の内容と検出すべきであった製造工程及び検査項目
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設問3〔PoC 後の追加要望〕について答えよ。
(1) 新生産設備から収集した生産進度データを，将来的に生産計画の精度を向上させるためにどのよう
に活用すべきか。40字以内で答えよ。

〔F 社の現状〕
生産計画の精度が低い。定期的な受注案件は国や地方自治体の予算に基づいていることが多く，生産す
る製品の種類及び数量に関する傾向は，毎年類似していることが多い。そのため，各生産管理部門や各
製造部門は，業務に精通した要員の経験と勘により業務を遂行している。こういったベテラン要員の知
見や過去の生産進度の情報は共有されておらず，生産計画の策定に有効活用されていない。

【解答】
過去の生産進度から予想される生産進度を割り出して生産計画を作成する。
(別解) AI が作成した生産計画と収集した生産進度の答え合せをしてAI に学習させる。

(2) 新生産設備の予防保全を効率的に行うためには，振動センサーに関するどのようなものを新生産
管理システムに追加登録すればよいか。25 字以内で答えよ

〔M 工場での対応内容〕
具体的には，正常稼働しているときの3 軸の加速度変化パターンと，故障発生時の3 軸の加速度変化パ
ターンを新生産管理システムにあらかじめ登録しておき，振動センサーから送信されるデータを常時分
析する。分析結果に故障発生時の3 軸の加速度変化が現れたら，故障と判断し，保守担当者に通知する。

【解答】
故障の前兆を示す3 軸の加速度変化パターン
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(3) 収集した品質データを開発部門が活用できるようにしてほしいという追
加要望があった理由を，35 字以内で答えよ。

〔F 社の現状〕
品質管理部門で不具合の原因を解析したところ，設計時点に起因するものが約3 割，製造段階における
要因が約5 割，その他の要因が約2 割であった。開発部門でも製品の品質向上の取組みが必要であるこ
とは認識しているが，現状では収集した品質データを開発部門が直接確認することはできない。

【解答】
開発部門が品質データを分析し，製品品質を向上できるようにするため
( 別解) 品質データを分析して設計時点に起因する不具合を減らすため

2025年春合格目標 システムアーキテクト試験対策 模試解説

午後Ⅱ
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設問アの「対象とする業務」、「情
報システム」、「刷新が必要になっ
た背景」の例

設問アの「情報システム」の例
（どちらかというと統合するような
流れか？）

設問イ 業務モデルの作成なので
現物理→現論理→新論理→新物理の
流れで、刷新するシステムの流れを
作る方向で行く

設問ウ 「情報システムの実装」が
中心か？ 具体的なデータなどを実
装がイメージできるように書く

設問ア あなたが携わった情報システムの刷新について，対象とする業務と情報シ
ステムの概要，及び情報システムの刷新が必要になった背景を，800 字以内
で述べよ。

設問イ 設問アで述べた情報システムの刷新について，どのような業務モデルをど
のように作成したか，800 字以上1,600 字以内で具体的に述べよ。

設問ウ 設問アで述べた情報システムの刷新において，新物理モデルをどのように
適用し，その結果はどうであったか。業務モデル作成の評価を含めて， 600
字以上1,200 字以内で述べよ。

第１章 対象業務と情報システムの概要、情報システムの刷新が必要になった背景
１．１ 対象業務と情報システムの概要
１．２ 情報システムの刷新が必要になった背景

第２章 業務モデルの作成
２．１ 現物理モデルの作成
２．２ 現論理モデルの作成

２．３ 新論理モデルの作成
２．４ 新物理モデルの作成

第３章 新物理モデルへの適用とその結果及び評価
３．１ 物理モデルの適用内容
３．２ 業務モデル作成の結果と評価
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設問アの「対象業務の概要」、「情
報システムの概要」の例

設問アの「活用する外部データおよ
び外部データ活用の目的」の例

設問イ 取得して利用するデータ項
目の決定、取得するための技術的手
段の設計の例

設問ウ データが取得できない場合
の例外的なケースへの対応、対応が
必要と判断した理由

設問ア あなたが改修に携わった情報システムについて，対象業務の概要，情報システムの概要，活
用する外部データ及び外部データ活用の目的を800 字以内で述べよ。

設問イ 設問アで述べた情報システムの改修で，外部データから取得して利用するデータ項目をどの
ように決定したか。外部データを取得するためにどのような技術的手段を設計したか。工夫し
た内容を含めて，800 字以上1,600 字以内で具体的に述べよ。

設問ウ 設問アで述べた情報システムの改修で，必要なデータが取得できない場合などの例外的なケー
スにどのように対応したか。例外的な対応が必要と判断した理由を含めて，600 字以上1,200 
字以内で具体的に述べよ。

第１章 情報システムの改修
１．１ 対象業務の概要
１．２ 情報システムの概要
１．３ 活用する外部データおよび外部データ活用の目的

第２章 外部データの作成
２．１ 外部データから取得して利用するデータ項目
２．２ 外部データを取得する技術的手段

第３章 例外的なケースへの対応
３．１ 例外的な対応が必要と判断した理由
３．２ 外部データを利用できない場合の対応
３．３ 外部データの修正に備えた対応


